
➢ 対象職員数4,683人中1,950人から回答（41.6％）（R5調査：45.1％/R4調査：39.2％）

項目 人数（人） 構成比（％）

50代以上 698 35.8 

40代 466 23.9

30代 427 21.9

10～20代 359 18.4

合計 1,950 100.0

○年代

庁内アンケート集計結果 （期間：令和6年12月2日～27日）

１

資料２

問１ 仕事をする上で最も重視するもの

➢全体の3分の１以上が「やりがい・自己実現」を選択

項目 割合(%)

やりがい・自己実現 35.9
人間関係 19.2
能力発揮 15.2
給与・手当 13.5
時間の柔軟性 13.2

その他 3.0

問２ 現在の仕事に対する満足度

項目
満足、まあまあ満足 (%) やや不満、不満 (%)

今回 前回比 前回(R5.9) 今回 前回(R5.9)

全体 72.4 ＋2.2 70.2 27.6 29.8

50代以上 80.9 ＋3.8 77.1 19.1 22.9

40代 69.4 －1.2 70.6 30.6 29.4

30代 67.0 ＋2.0 65.0 33.0 35.0

10～20代 66.3 ＋4.3 62.0 33.7 38.0

➢全体では「満足、まあまあ満足」が72.4％
と2.2ポイント上昇（40代のみ下降）

➢年代が下がるにつれ満足度は低くなるもの
の、10～20代では4.3ポイント上昇



２

問３ 「やや不満」「不満」を選択した理由

項 目 増減 割合（今回） 割合（前回）

仕事そのものにやりがいを感じられない ↓ 6.5 6.9

時間外勤務が多い ↓ 3.4 3.7

業務に応じた給料が得られていない ー 3.1 3.1

不得意な業務である ー 3.1 3.1

自分の能力や所有している資格が活用できていない ↓ 3.0 3.2

上司、同僚、部下とのコミュニケーションが円滑でない ↓ 2.7 3.0

休暇がとりにくい ↓ 1.3 1.5

その他 ↑ 4.4 4.0

項目 １位 ２位 ３位

全体 やりがいを感じられない 時間外勤務が多い
業務に応じた給料が得られていない
不得意な業務である

50代以上 やりがいを感じられない 能力・資格が活用できていない
業務に応じた給料が得られていない
不得意な業務である

40代 やりがいを感じられない 不得意な業務である 時間外勤務が多い

30代 やりがいを感じられない 業務に応じた給料が得られていない 時間外勤務が多い

10～20代 やりがいを感じられない 時間外勤務が多い 不得意な業務である

➢ 回答のあった1,950人のうち、「やや不満、不満」と回答した人は、538人。
➢ 「不満」の理由としては、「仕事そのものにやりがいを感じられない」が最も多く（全年代で１位）、続いて
「時間外勤務が多い」、「業務に応じた給料が得られていない」、「不得意な業務である」の順

※全回答数（1,950人）に占める割合（％）



問４ 行財政改革大綱において特に進捗を感じる取組項目について

３

➢ 全回答数に占める割合が高かった項目は、「働き方改革の推進（35.3％）」、「広報広聴機能の充実（22.3％）」、
「県庁業務のＤＸ（14.6％）」の順

働き方改革の推進

広報広聴機能の充実

県庁業務のDX

組織力・職員力の向上

危機管理機能の充実

その他の項目

35.3％

14.6％

7.6％

5.2％

15.0％

22.3％

（主な評価ポイント）
在宅勤務、フレックスタイム制、A-biz、夏季休暇拡大等

＃あおばな、A-Tube、SNSを活用した広報の展開等

ゼロFAX、会議のペーパーレス化、ノーコード・チャットツール等

朝礼の実施、基本計画の施策に連動した組織体制構築等

専門家同席の記者会見、過去の経験を踏まえたリスク管理の進捗等

※その他項目
○財政健全化の推進(4.3％) ○県民サービスのDX(3.3％）○市町村との連携(2.9％) ○民間活力の活用(2.4％) ○県有資産マネジメントの推進(2.0％)


